
１　総合評価に関する事項

（１）技術評価点の評価項目

下記の評価項目についてそれぞれ評価を行い、各々評価点を算出する。

ａ．実績あり 2

ｂ．なし 0

ａ．80点以上 6

ｂ．77.5点以上　80点未満 5

ｃ．75点以上　77.5点未満 4

ｄ．72.5点以上　75点未満 3

ｅ．70点以上　72.5点未満 2

ｆ．65点以上　70点未満 1

ｇ．工事成績が2件未満（65点とみなす） 0

ｈ．65点未満 -2

ａ．優秀表彰の実績あり 2

ｂ．優良表彰の実績あり 1

ｃ．なし 0

ａ．取得あり 1

ｂ．なし 0

ａ．過去２年間に指名停止あり -4

ｂ．過去１年間に文書注意あり -2

ｃ．なし 0

ａ．実績あり 1

ｂ．なし 0

ａ．資格あり 1

ｂ．なし 0

ａ．80点以上の実績あり 3

ｂ．75点以上の実績あり 1

ｃ．なし 0

ａ．あり 1

ｂ．なし 0

ａ．館山市内に本店あり 2

ｂ．なし 0

a．災害協定締結あり 3

b．災害協定締結なし 0

ａ．いずれか３件以上に該当あり 3

ｂ．いずれか２件に該当あり 2

ｃ．いずれか１件に該当あり 1

ｄ．又は該当なし 0

ａ．落札者とならなかったことがある -2

0

ａ．減点措置あり -2

ｂ．なし 0

※同一項目で複数の評価基準に該当する場合は、上段に記載した配点のみ加点・減点するものとし、同一項目で二重に加点・減点は行わない。

総合評価方式での履行義務違反
過去２年間の館山市発注工事の総合評価方式での履

行義務違反の有無
-2

合　計 25

館山市発注工事における工事成績
過去５か年度間に主任（監理）技術者として施工し

た「工種：土木一式工事」における工事成績の実績
3

3

地域社会への貢献

・前年度に館山市内の公共の場における地域美化活動を行っ

た実績

・館山市消防団の活動への協力

・館山市内在住の障害者の雇用

・館山市内在住の高年齢者の雇用

・館山市内在住の女性の雇用

・館山市内在住の若年技術者の雇用

3

低入札価格調査制度の適用

過去２年間の館山市発注工事における低入札価格調

査制度で、入札金額が調査基準価格を下回り、低入

札価格調査を実施した結果

-2ｂ．落札者となった

　　又は調査の対象となったことがない

企

業

の

社

会

性

・

信

頼

性

地

域

精

通

度

・

地

域

貢

献

度

館山市内での施工実績

過去10か年度間の館山市内での施工実績（「工種：

土木一式工事」における請負金額200万円以上の工

事）

1

営業拠点 館山市内の本店の有無 2

災害対策に関する協定 館山市との災害協定締結の有無

2

ＩＳＯ認証の取得 ＩＳＯ9001又はＩＳＯ14001の取得 1

過去の不誠実な行為等 館山市からの指名停止又は文書注意の有無 -4

企

業

の

技

術

力

企

業

の

施

工

能

力

同種工事（土木一式工事：直高5ｍ

以上控え75cm以上の大型ブロック

積）の施工実績

過去10か年度間の同種工事の施工実績の有無（元請

としての公共工事の施工実績）
2

館山市発注工事における工事成績

過去５か年度間の「工種：土木一式工事」における

工事成績評定点の平均点

（請負金額500万円以上で、評定したものに限

る。）

6

館山市優秀・優良建設業者表彰
過去２か年度間の「工種：土木一式工事」における

優秀・優良建設業者表彰の有無

配

置

予

定

者

の

施

工

能

力

同種工事（土木一式工事：直高5ｍ

以上控え75cm以上の大型ブロック

積）の施工実績

過去10か年度間の主任（監理）技術者としての施工

実績の有無（元請としての公共工事の施工実績）
1

保有資格
主任（監理）技術者の保有する資格

対象となる資格【１級土木施工管理技士】
1

評価項目 評価内容 評価基準 配点

入　札　説　明　書

　普通河川巴川　河川改修工事に係る公告に基づく一般競争入札等については、関係法令に定めるも

ののほか、この入札説明書によるものとする。
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（２）申請時に添付すべき書類（技術資料）及び評価内容について

・

様式第１号

なし

② ・

・

・

・

様式第２号

③ ・

・ ＰＦＩやＤＢＯ方式等により施工した工事を含む。

・ 共同企業体の構成員としての成績は、出資比率が２０％以上のものに限る。

・ 平均点は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで算出する。

なし

なし（市管理データを活用）

④ ・

・

なし

なし（市管理データを活用）

館山市優秀・優良

建設業者表彰

表彰の有無は、過去２か年度間（令和６年度・令和７年度）に館山市が「土木一

式工事」において表彰した、優秀・優良建設業者表彰を対象とする。（令和５年

度・令和６年度に完成した工事が対象）

優秀建設業者表彰・優良建設業者表彰のいずれも受けている場合は、優秀建設業

者表彰を優先する。
［提出様式］

［添付書類］

［添付書類］ コリンズ竣工実績データ、工事平面図、標準断面図等（いずれも評価

項目に該当することが確認できるもの）の写し

館山市発注工事に

おける工事成績

（企業）

過去５か年度間（令和３年度から令和７年度まで）に完成した館山市発注の「土

木一式工事」（請負金額５００万円以上で、かつ、評定したものに限る。）の工

事成績を対象とする。

［提出様式］

［添付書類］

同種工事の施工

実績（企業）

「同種工事」とは、「土木一式工事：直高5ｍ以上控え75cm以上の大型ブロック

積」をいい、「元請としての公共工事の施工実績」に限るものとする。

「公共工事」とは、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成

１２年法律第１２７号）第２条第２項の規定による「国、特殊法人等又は地方公

共団体が発注する建設工事」をいう。

過去１０か年度間（平成２８年度から令和７年度まで）に公共工事を元請けとし

て施工し、完成した実績を対象とする。なお、施工実績は１件とする。

「同種工事」に該当するか否かの判定は「同種工事」説明欄の記載内容により行

い、ヒアリング等は原則行わない。「同種工事」に該当することが確認できるよ

うに、工事内容を説明すること。

「同種工事」説明欄の記載内容及び添付資料により同種工事であることが確認で

きない場合は、同種工事の施工実績として認められないため、十分注意して記載

すること。
［提出様式］

書　類 説　明（評価内容）

① 評価点算定資料

一覧表

該当がある評価項目のうち、様式の提出が必要な項目について、「提出」欄にて

「○」を選択する。該当がない項目は、「提出」欄は空欄とする。

［提出様式］

［添付書類］

　以下①～⑫の書類のうち、①については提出を必須とし、②～⑫については該当があるもののみ提出する

こと。

　技術資料提出期限までは、資料の修正、再提出を可能とする。また、提出期限までに提出又は到着しな

かったものは、提出がなかったもの（該当なし）とみなす。

　なお、「制限付一般競争入札参加資格確認申請書兼誓約書（総合評価方式用）」又は複数の技術資料で、

同一の証明資料となる場合は、これを兼ねることができる。その際、入札参加資格に係るものは入札参加申

請書に添付することとし、技術資料に係るものは、番号の若い様式に添付することとする。
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⑤ ＩＳＯ認証の取得 ・ ＩＳＯ９００１又はＩＳＯ１４００１を対象とする。

・ 入札公告の前日までの認証取得を対象とする。

・

様式第２号

⑥ ・ 「同種工事」及び「公共工事」とは、②で説明している工事のことをいう。

・

・

様式第３号

⑦ ・ 評価の対象となる資格を保有している場合に該当する。

様式第３号

資格証の写し

⑧ ・

様式第３号

なし（市管理データを活用）

⑨ ・

・ 「公共工事」とは、②で説明している工事のことをいう。

様式第４号

⑩ ・ 館山市内に本社・本店を有する場合に該当する。

［提出様式］ なし

なし（市管理データを活用）

⑪ ・ 館山市との災害協定締結を対象とする。

・ 団体として締結している場合は、その構成員であれば「あり」とする。

なし

なし（市管理データを活用）

災害対策に関する

協定

［提出様式］

［添付書類］

［提出様式］

［添付書類］ コリンズ竣工実績データ（なければ受注した工事の契約書）、工事平

面図、標準断面図等（いずれも評価項目に該当することが確認できる

もの）の写し

営業拠点（館山市

内の本店の有無）

［添付書類］

館山市発注工事に

おける工事成績

（配置予定技術

者）

過去５か年度間（令和３年度から令和７年度まで）に完成した館山市発注の「土

木一式工事」を主任（監理）技術者として施工した工事成績を対象とする。な

お、実績案件は１件とする。

［提出様式］

［添付書類］

館山市内での施工

実績

館山市内で過去１０か年度間（平成２８年度から令和７年度まで）に請負金額が

２００万円以上の公共工事（土木一式工事）を元請けとして施工し、完成した実

績を対象とする。なお、施工実績は１件とする。

「同種工事」に該当するか否かの判定は「同種工事」説明欄の記載内容により行

い、ヒアリング等は原則行わない。「同種工事」に該当することが確認できるよ

うに、工事内容を説明すること。

「同種工事」説明欄の記載内容及び添付資料により同種工事であることが確認で

きない場合は、同種工事の施工実績として認められないため、十分注意して記載

すること。
［提出様式］

［添付書類］ コリンズ竣工実績データ、工事平面図、標準断面図等（いずれも評価

項目に該当することが確認できるもの）の写し

配置予定技術者の

保有資格 ［提出様式］

［添付書類］

認証されている事業活動が当該工事の内容に一致していること及び本市の入札参

加適格者名簿に登載された事業所が認証されていることを要件とする。

［提出様式］

［添付書類］ 登録証の写し（上記の要件を確認できない場合には、そのことを示す

資料も併せて提出すること。）

同種工事の施工

実績（配置予定

技術者）

過去１０か年度間（平成２８年度から令和７年度まで）に公共工事を元請けの主

任（監理）技術者として施工し、完成した実績を対象とする。なお、施工実績は

１件とする。

書　類 説　明（評価内容）
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⑫ 地域社会への貢献 ・

・

・

・ 正規雇用を評価対象とするため、非常勤扱いの雇用は対象としない。

・

・ 雇用職種にかかわらず、事務職でも評価の対象とする。

・

・ 「高年齢者」とは、入札公告日の前日において、満６５歳以上の者をいう。

・ 「若年技術者」とは、入札公告日の前日において、満４０歳未満の者をいう。

・ 同一の従業員が複数の項目に該当する場合は、１件該当とする。

様式第４号

・

イ　館山市消防団の活動への協力

・ 直接的・恒常的な雇用を証明する資料※の写し

・

・ 館山市消防団の辞令の写し

ウ　館山市内在住の障害者の雇用

・

・ 直接的・恒常的な雇用を証明する資料※の写し

・ 館山市内在住が確認できる書類（運転免許証、住民票等）の写し

エ　館山市内在住の高年齢者の雇用

・ 直接的・恒常的な雇用を証明する資料※の写し

・

・ 直接的・恒常的な雇用を証明する資料※の写し

・ 館山市内在住・性別が確認できる書類（運転免許証、住民票等）の写し

カ　館山市内在住の若年技術者の雇用

・ 直接的・恒常的な雇用を証明する資料※の写し

・

・ 主任（監理）技術者の資格証の写し

館山市内在住・生年月日が確認できる書類（運転免許証、住民票等）の写

し

ア　地域美化活動

地域美化活動の実績が客観的に確認できる書類・記事・写真等の写し

（新聞・ホームページ・地域情報紙の記事等）

会社役員で上記資料の写しが提出できない場合は、事業者が発行する会社

役員であることの証明書類

障害者雇用状況報告書（過去直近の６月１日現在）の写し（公共職業安定

所の受領印が押されたもの）。報告義務のない事業主は、障害者の証明

（障害者手帳等）の写し

館山市内在住・生年月日が確認できる書類（運転免許証、住民票等）の写

し

オ　館山市内在住の女性の雇用

「地域美化活動」は、前年度（令和７年度）に行った館山市内の公共の場におけ

る地域美化活動（側溝清掃、草刈、ごみ拾い等）を対象とする。

「雇用」については、入札公告日の前日における、直接的・恒常的な雇用（３か

月以上の雇用関係にあること）を対象とする。

評価の対象となるのは被雇用者であるため、役員は対象としない。ただし「館山

市消防団員の活動への協力」に限り、役員も対象とする。

「館山市消防団員」については、入札公告日の前日において現役の消防団員を対

象とする。

［提出様式］

［添付書類］

書　類 説　明（評価内容）

６項目のうち、３件以上に該当すれば３点、いずれか２件に該当すれば２点、い

ずれか１件に該当すれば１点とする。
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※ 直接的・恒常的な雇用を証明する資料とは、次の①～⑤のいずれかとする。

① 監理技術者資格者証（表・裏）（所属業者が記載されていること）

② 雇用保険被保険者資格取得等確認通知書

③ 住民税特別徴収税額通知書

④ 健康保険・厚生年金被保険者標準報酬決定通知書

⑤

⑬ ・ 館山市からの指名停止又は文書注意を対象とする。

・

・

・

なし

なし（市管理データを活用）

⑭ ・

・

なし

なし（市管理データを活用）

⑮ ・

・

なし

なし（市管理データを活用）

２　加算点数について

３　審査結果の公表

　技術資料の審査結果は、評価項目ごとの得点を、開札調書とともに公表するものとする。

４　評価内容の担保

［添付書類］

　加算点数は、技術資料を提出し、入札参加資格を有する者のうち、評価基準に基づき採点した得点が最も

高い者（以下、「最高得点者」という。）を「２０点」とする。

　その他の者は、「（その者の得点／最高得点者の得点）×２０点」で計算し、小数第３位を四捨五入して

小数第２位まで算出する。

　各評価項目の履行状況について確認を行う。受注者の責において、評価内容が満足できない場合は、工事

成績評定を減ずる。この場合の減点は、考査項目「法令遵守等」の総合評価による減点として、３点減ずる

ものとする。

　なお、履行状況が特に悪質と認められる場合は、指名停止措置を行う。

［提出様式］

［添付書類］

工事成績評定の考査項目「法令遵守等」の総合評価による減点の有無で判断す

る。

［提出様式］

総合評価方式での

履行義務違反

過去２年間（令和6年9月4日から令和8年9月3日まで）に完成した工事を対象とす

る。

指名停止期間中に、当該事案について責を負わないことが明らかとなったと認

め、指名停止を解除した場合、その指名停止は本項目の対象としない。

［提出様式］

［添付書類］

低入札価格調査

制度の適用

過去２年間（令和6年9月4日から令和8年9月3日まで）に開札を行った、館山市発

注工事を対象とする。

館山市低入札価格調査実施要綱に定める第１５号様式「低入札価格調査報告書の

提出に代わる届出」をした場合は対象外とする。

書　類 説　明（評価内容）

過去の不誠実な

行為等 「過去２年間に指名停止あり」については指名停止期間（令和6年9月4日から令和

8年9月3日まで）にかかるものを減点の対象とする。

「過去１年間に文書注意あり」については文書注意日（令和7年9月4日から令和8

年9月3日まで）にかかるものを減点の対象とする。

所属会社の雇用証明書（配置予定技術者の氏名、生年月日、雇用開始年月日、

所属会社の住所、商号又は名称、証明者氏名、証明者の印、証明年月日を明

記）
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５　その他

　上記評価項目、評価内容、評価基準及び配点による評価点の算出結果について、異議申立ては一切認めな

い。
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